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「地区防災計画」で大切なこと

分厚い計画書はいらない

実行可能である

みんなが知っている

継続して取り組める

〜できる・知ってる・続けられる〜



「偶然を必然へ」
熊本地震の経験を地区防災計画に

〜熊本市向山校区の事例〜
こうざん

地区防災計画作成事例



①立地・・・JR熊本駅、市中心部に近い
• 長六橋～JR豊肥本線第一白川橋梁付近白川左岸
• 南北を国道3号線が斜めに縦断
• 南端をJR豊肥本線が東西に横断

②人口・・・ 10,854人（H28年2/1）
男性5,116人 女性5,738人 5,468世帯

• 高齢化率（65歳以上が占める割合）
18.3％（H23年2/1）21.3％（H28年2/1）
熊本市24.2%（H28年2/1）

• 自治会（1～20町内）
16町内（公団住宅）19町内（市営団地）
18・20町内（マンション）

③校区の特徴・・・みんなが仲良し
向山幼稚園・向山小学校・江南中学校を中心に、
校区のまとまりがよく、落ち着いた雰囲気がある。
各種団体の活動が活発で、平成20年度からは、ま
ちづくり委員会を中心にした「地域防災」の取組
みも盛ん。

20

熊本市向山校区の概要

熊本市向山校区自治協議会発表資料より



マンションが立ち並ぶ



一筋入ると・・・



「地区防災計画」前の地域防災の取組み
防災講演会や避難訓練などを実施

現在は、熊本大学大学院先端科学研究科 教授

熊本市向山校区自治協議会発表資料より

2008年開催(四川地震のニュースがきっかけ)

他に防災と交通安全のための「まち歩き」なども



熊本地震発生！
いきなり避難所運営をスタート

○平成28年4月14日午後9時26分（前震）

コミセンで、まちづくり委員会の会議を終えて、家に帰

る途中だった。中学校の運動場にたくさんの人が避難

してきたため、武道場と体育館を開けてもらった。

小学校の体育館は、天井が一部落ちそうだったため、

小学校に避難した人は運動場の車の中にいたり、中

学校へ移ったりした。 ※水がとまる

○平成28年4月16日午前1時25分（本震）

15日には自宅に帰っていた人達も再び中学校や

小学校へ避難してきた。 ※水・電気・ガスがとまる

☆自治協内の来られる人だけ（主にまちづくり委員会と体
協の有志10名ほど）で、本部をつくり避難所を運営。

熊本市向山校区自治協議会発表資料より



大変でもなんとなく対応できてし
まった。だから次も大丈夫。

「今回なんとかできたとこと(偶然)」
を「次も確実にできる(必然)」に

次につなげるために

「計画」に整理する



熊本地震の経験を
地区防災計画作成につなげる

平成28年

熊本地震

避難所運営計画
の作成へ

2004年四川地震を機に・・・

まち歩き
地図作成
防災講演など
思いつくまま実施

避難所運営

なんとかなったけど，とても大変だった・・・

2016年度内閣府
パイロットに選定

WSを通じて
教訓や課題を整理



2016年 11月8日(火)19:00- 第1回 WS

地区防災計画説明・アンケート

2017年 1月10日(火)19:00- 第2回 WS

地区防災計画たたき台の作成

2月14日(火)19:00- 第3回 WS

地区防災計画たたき台の検証

3月14日(火)19:00- 第4回 WS

内閣府有識者会議報告

平成28年度 向山校区の地区防災計画

スケジュール



【設問1】

熊本地震を体験して「やりたかった
こと」，「やっておけばよかったと
感じたこと」

【設問2】

設問1の課題を解決するためにどの
ような備えが必要か

【設問3】

地区内の団体間で調整が必要なこと

【設問4】

「地区防災計画」について

 

    
2016/11/8 

1

1 1

1 4

1

4 1 3

 

    
2016/11/8 

2

 6

6

 4

6

1 6 4

  1 4

1

  

2 3

第１回 WS 説明とアンケート実施

自治会長、自主防災クラブ関係者、民生児童委員、学校関係者、校区在住防災
士、市役所職員など約60名が参加。アンケートは39名が回答。



自治会長、自主防災クラブ関係者、民生児童委員、
学校関係者、校区在住防災士、市役所職員など約
60名が参加した。



設問1 熊本地震を体験して「やりたかったこと」，

「やっておけばよかったと感じたこと」

設問2 どのような備えが必要か・・・・・・・

設問3 地区内の団体間で調整が必要なこと・・

要支援者・高齢者の支援
連絡体制

リーダー

声かけ

状況の把握他の避難所との連絡

役割の集中

もっと備蓄があれば
(でも場所は？)

井戸水把握

発電機があれば

自助

家具転倒防止をしていれば
保険入っておけば
水が困った 特に生活用水

空家の放置と倒壊が心配

夏祭りなどの普段の活動の重要性がわかった

名簿が作成されていたら

避難所運営

区画整理がされていたら

ペットについて決めていたら

学校と役割分担決めていたら

プールに簡易ポンプついていたら

トイレが洋式だったら

ゴミの処理

校区内に小さな拠点があったら

物資

マスコミの取材

SNSの利用 車の通行証

プライバシーに配慮しすぎたかも

炊き出しルール

校区のゼッケン認知不足

1日のスケジュール

避難所設備

地域の人との関わり方

共助

公助

自衛隊の動きを
変えて欲しい

共助の 8つが地区防災計画のタネ！



第２回 WS 地区防災計画たたき台の作成
アンケートから抽出された8項目の優先順位を考える

名簿づくりや連絡体制の構築など8項目のうち、重要と考える項目にいいねシール
（シール配布は一人5枚）を貼り、意見を付箋紙に書いて添える。



校区ベストの認知向上

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

校区のベストが地域の人に認知されていなかったの
で，ベストを着けていると市役所の人だと思われて
苦情を言われた。

ベストは役目を担うのに必要。地域の人にベストの
存在を周知し認知度を上げる

校区の役員などが身につけるベストだということを
知らせる写真入りポスターを作成し，避難所となる
体育館などに貼る

向山校区

このベストを身に着け
ている人は

向山校区の役員です

防災対策チェックリスト

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

連絡体制や要支援者・ 高齢者の把握が難しかった。
誰に何を相談するのか解らなかった。

地域で平常時に取組む内容をリストにすることで，
地域の取組み内容を把握する

各町内で取組む内容のリストを作成し，各町内で確
認してもらい，対策が進んでいない町内を支援する。
チェックリストは1年に1回見直す

井戸水マップの作成

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

断水のため生活用水が不足した。井戸が使えたら良
かったが，どこにあるのか，使用していいのか解ら
なかった。

井戸がどこにあるのか，どのように使用していいの
か事前に情報を共有する

まち歩きなどで井戸の分布図を作成し，いつ，誰が
どのように使用していいかを確認し，地図を完成さ
せ，避難所などに掲示する

連絡体制の構築

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

連絡体制が整っておらず，誰に何を報告・ 連絡・ 相
談するのか解らなかった。

組織図と連絡体制の認知を向上させる

組織図と連絡体制図を作成し，避難所などに掲示す
る。1年に1回見直す

向山校区井戸マップ 
2017年3月作成 

誰でも使えます 

町内の人が使えます 

学校と話し合う

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

体育館だけでなく ，教室や備品を使っていいのか解
らなかった。学校再開に向けて引き渡しなどのルー
ルが決まっていなかった

学校使用の方法をルール化することで，地域と学校
の役割を明確化する。

掲示物や備品など学校と協議する内容をリスト化す
る。定期的に学校と向山校区防災団体連絡協議会が
話し合う場を設ける。

避難所名簿を作成する

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

名簿がなかったので，誰が避難をしているのか，何
人分ぐらい炊き出しを用意するのか不明だった。市
への報告も困った。

事前に名簿を作成することで，避難所運営を円滑に
行う

名簿の雛形を作成する。町内で名簿の作成をする。
名簿は1年に1回見直す

止



校区ベストの認知向上

熊本地震での困りごと

取組み内容

ご意見

この取組みを支持
する場合はシール
を貼ってください

シールが多いと実
施優先度が高い内
容となります
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活動の改善点など
を付箋に書いて
貼ってください

アンケートからの
意見

改善のための提案

この取組みいいと思う

目的 この取り組みを
行う利点



校区ベストの認知向上

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

校区のベストが地域の人に認知されていなかったの
で，ベストを着けていると市役所の人だと思われて
苦情を言われた。

ベストは役目を担うのに必要。地域の人にベストの
存在を周知し認知度を上げる

校区の役員などが身につけるベストだということを
知らせる写真入りポスターを作成し，避難所となる
体育館などに貼る

向山校区

このベストを身に着け
ている人は

向山校区の役員です

防災対策チェックリスト

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

連絡体制や要支援者・ 高齢者の把握が難しかった。
誰に何を相談するのか解らなかった。

地域で平常時に取組む内容をリストにすることで，
地域の取組み内容を把握する

各町内で取組む内容のリストを作成し，各町内で確
認してもらい，対策が進んでいない町内を支援する。
チェックリストは1年に1回見直す

井戸水マップの作成

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

断水のため生活用水が不足した。井戸が使えたら良
かったが，どこにあるのか，使用していいのか解ら
なかった。

井戸がどこにあるのか，どのように使用していいの
か事前に情報を共有する

まち歩きなどで井戸の分布図を作成し，いつ，誰が
どのように使用していいかを確認し，地図を完成さ
せ，避難所などに掲示する

連絡体制の構築

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

連絡体制が整っておらず，誰に何を報告・ 連絡・ 相
談するのか解らなかった。

組織図と連絡体制の認知を向上させる

組織図と連絡体制図を作成し，避難所などに掲示す
る。1年に1回見直す

向山校区井戸マップ 
2017年3月作成 

誰でも使えます 

町内の人が使えます 

学校と話し合う

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

体育館だけでなく ，教室や備品を使っていいのか解
らなかった。学校再開に向けて引き渡しなどのルー
ルが決まっていなかった

学校使用の方法をルール化することで，地域と学校
の役割を明確化する。

掲示物や備品など学校と協議する内容をリスト化す
る。定期的に学校と向山校区防災団体連絡協議会が
話し合う場を設ける。

避難所名簿を作成する

熊本地震での困りごと

活動内容

ご意見(こんなところ注意した方がいい　こんなやり方もある）

この取組みいいと思う

目的

名簿がなかったので，誰が避難をしているのか，何
人分ぐらい炊き出しを用意するのか不明だった。市
への報告も困った。

事前に名簿を作成することで，避難所運営を円滑に
行う

名簿の雛形を作成する。町内で名簿の作成をする。
名簿は1年に1回見直す

1位 38票

7位 26票8位 25票

6位 28票 3位 36票2位 37票

4位 34票4位 34票



優先順位1位の「連絡体制の構築」
→熊本市は地震後「校区防災連絡会」の
設立を計画(雛形あり)

優先順位2位の「避難所名簿の作成」
誰までが避難者か？？
→クロスロードを用いた合意形成

避難者の範囲が決まると
→炊出しルール、基本スケジュールが
作成できる

「誰までが避難者か？」を議論する

順位は決まった！次は？



第３回WS（2/13）誰までが避難者か
クロスロードゲームを用いて避難所のルールづくりに挑戦



あなたは．．．．．

避難所運営者です。

大きな地震が発生し，避
難所（中学校の体育館）
に続々と人が避難してき
ました。中には車で避難
をし車中泊を希望してい
る人がいます。車中泊を
受け入れますか？

「クロスロード」問題

ＹＥＳ
（受入る）

ＮＯ
（受入ない）

http://www.sankei.com/west/news/
160422/wst1604220007-n1.html



①YesとNoの判断

②理由を示す

③意見を共有
(多様な意見を認識)

クロスロードゲーム
＊京都大学開発



車中泊OKなら・・・

体育館のスペース
に余裕が・・・

ペットと一緒に避難

プライバシーの確保

→Yesが多数
車中泊を受入れた避難所運営ルールを決めよう



①名簿の作成

②駐車ルール

③避難所ルール

⑤仕事の分担④情報共有
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第4回WS（3/21）避難者名簿を作成
でくるしこで継続を!!

意見を形に



2019年4月16日「震災対処実働訓練」
熊本市中央区のモデル地区に選定

避難者名簿を検証



毎年4月に震災対処実動訓練を実施
次につなげるために・・・

• 何が課題だったか

• 来年も実施できるか

• 来年どう変えたいか

• 何を決めたら改善するか
• 変更点を誰と共有するべきか
• どのような場が必要か



向山校区 地区防災計画

平常時 非常時 復興時

やること
リスト

• 熊本地震の課題整理
• 連絡体制の確認
• 避難所受付シートの作成
• 井戸水マップの作成
• 避難所運営ルールの作成
• 避難所スケジュールの作成
• 学校と話し合うリストの作成
• 防災対策チエックリストの作成
• 校区のベスト認知向上

・避難所運営

目標：円滑な避難所運営

定期的に見直し項目を更新



向山校区で使用した技法

全体の意見を把握

把握した意見を分類

分類した意見に順位付

意見の多様性を認識

決めたことを継続

アンケート調査
ブレンストーミング

KJ法

投票

クロスロードゲーム

PDCAサイクル

地区防災計画議論のために



学校と地域，行政が
事前に話すことの重要性

〜合志市の事例〜

避難所開設を例に



2019年9月30日
合志市

市防災担当

学校

区長・防災士



児童・生徒引き渡しの動き
避難者の動き
支援の動き

3つの動線を確認する！

いくつかパターンを
児童・生徒が在学中の時
→雨の時

→晴れの時

児童・生徒が不在の時
学校が再開し，避難所と同居する時



なんと！児童は約1,200名。

迎えの保護者を入れると3,000名近い人が出入りする。

地震発生後グランドに避難し晴れの場合はグランドで引き渡し。
雨の場合は体育館で。引き渡しは約3時間。

門は2箇所。しかし
1箇所は常時閉鎖。

つまり1箇所の門に
引き渡しの保護者，
避難者，支援者，支
援物資が集中する可
能性。



会場（西合志東小学校）使用計画

門

児童引き渡し場所 ※児童は０８：４５
発災後、シェイク
アウトを実施、その後
グラウンドに集合

（０９：００整列完了）

多目的室

門

炊き出し
エリア

ボラ
セン

【晴れの場合】
児童：グラウンド
住民：体育館

【雨の場合】
児童：グラウンド

経由体育館
住民：グラウンド

＋多目的室

教員： ９２名
生徒：１，１５１名
（1年のみ６クラス、
あとは５クラス）

別図①

体育館
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④
地下

男子用

女子用

誰
でも

伝言板広報板
ス
ロ
ー
プ

受
付

本部

救護室 授乳室

女性更衣室

⑤

⑥

⑦

出入口 出入口 出入口

出入口出入口

物資搬入口

通路標示は
テープで実施
（養生シートは不可）

避難所配置図（西合志東小学校体育館）

土足から上履き
に履き替えのため
スぺース確保
（混雑予想）

各区の避難者対応で混雑
予想
→受付要領を検討
→個票を配布、後ほど提出
していただく

別図②

男性更衣室



8:452019年10月27日

校門に案内がある
→導線の混乱防止



体育館入口に案内がある



思いやりゾーン
→どんな人が使えるのか

せっかく設置しても利用目的やルール
が無いと使いにくい・使われない



9:30
受入れ開始



記入する人が多く机が増える
机の配置が変わる

最終形を間取りに反映



受付後，「どこに座るのか」という問い合わせが多く，
急遽地区名を書いて張り出す



避難所初動運営キット

平成28年熊本地震時に避難所運営をした自主防災組織や学校へのヒアリング
を基に熊本大学竹内裕希子研究室が企画・開発



ココが特徴！

カードを貼るだ
けで最低限の間
取りを確保

電池は単3に統一。
在庫管理が簡単

腕章に係の内容を記載。
渡すだけで役目を理解

なにより1つにセット！
探さないですみます!!!

出荷時は8割の完成。
残り2割は自分達の地域に合わせてカスタマイズ！



地区

市役所学校

施設管理者

避難者
自治会などのさまざな組織

防災基本計画では運営者

避難所初動運営キットに期待される効果

自分たちが
運営する避難所を
事前確認・準備



大切な振り返り
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避難所配置図（西合志東小学校体育館）

土足から上履き
に履き替えのため
スぺース確保
（混雑予想）

各区の避難者対応で混雑
予想
→受付要領を検討
→個票を配布、後ほど提出
していただく

別図②

男性更衣室

①間取り・動線を見直す

②キットの中身を見直す

③関係者で共有する

地区防災計画に整理していく



ご清聴ありがとうございました

yukikot@kumamoto-u.ac.jp


